
７月の保護者アンケート（評価）の結果 

全４７件中４４件より回答をいただけましたので、以下のとおり集計結果を公開します。 

Ａは十分に満足、Ｂは概ねよい、Ｃは今ひとつである、Ｄは改善する必要がある、の４段階で評価

をいただきました。なお、無回答の項目があるシートもあったため、合計数は必ずしも４４になっ

ていません。 

                          よい          よくない 

 質問事項 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

学   

 

力 

１ 学校の授業は学力の定着につながっている。 ２０ ２０  ３ ０ 

２ 子どもは、学校で意欲的に学んでいる。 ２０ １９  ３ １ 

３ 子どもは、家庭学習に主体的に取り組んでいる。  ７ １９ １７ １ 

心 

仲

間 

４ 子どもたちは、進んであいさつができている。 １９ １４ １０ １ 

５ 子どもは、学校で楽しく生活している。 ２３ １６  ４ １ 

６ いじめ防止や道徳教育によく取り組んでいる。 １２ ２２  ７ １ 

健 

 

康 

７ 歯科など健康づくりによく取り組んでいる。 ２７ １７  ０ ０ 

８ 学校は、感染症対策を適切に行っている。 ２６ １６  １ ０ 

９ 学校は、体力づくりによく取り組んでいる。 １７ ２２  ５ ０ 

連 

 

携 

10 地域と関わる教育活動によく取り組んでいる。 ２９ １３  ２ ０ 

11 保護者の声や願いを聞き適切に対応している。 １５ ２５  ２ ０ 

12 通信やホームページ等で情報発信している。 ２３ １９  ２ ０ 

【学校改善の方向】 

＜学力＞ 

 家庭学習は、今年度の取組の重点としているが、評価は良くありませんでした。家庭学習は、「習

慣」と「学び方」の２つを身についていることが必要あります。「与える宿題から進んでやる家庭学

習に」を意識した学校の指導と同時に、一層家庭と連携して子どもたちの学びを支援していきたい

と思います。 

＜心・仲間づくり＞ 

 あいさつについては、児童会の呼びかけも効果がりあり、学校での朝のあいさつは、とてもよく

なってきています。しかしながら、保護者からの評価が低いのは、学校ではできていても、家庭や地

域においては実行できていない子どもたちの姿があるからだと考えます。あいさつは生活習慣であ

るため、学校だけで身につくものではありません。「こんにちは」「ありがとう」「いただきます」「お

やすみなさい」など、家庭や地域と連携して育てていきたいと思います。 

＜健康＞ 

 概ねよい評価をいただきました。保健関係の情報は、通信を通して保護者に情報提供しているが、

体力づくりについても、子どもたちの状況を家庭に知らせていきたいと考えます。 

＜家庭・地域との連携＞ 

 地域の協力をいただき、ふるさと活動については、積極的に取り組めていることを評価していた

だけました。今後も、地域の特性を生かし、充実した活動を通して児童の探究力を高めていきます。 


